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2010年度
スクールソーシャルワーカー

養成講座

2010年10月9日（土）開講
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スクールソーシャルワーカー（SSWr）とは？
問題を抱える子ども等の自立支援を行う

子どもとその環境との改善を担うコーディネーター

ソーシャルワークの専門知識を所持し、その理念に基づいて、
学校という場を実践基盤とする専門職。

学校

家庭地域

いじめいじめいじめいじめ

不登校不登校不登校不登校

環境改善のためのコーディネーター

保護 可能性･潜在能力の発掘、支援

問題予防的アプローチ

スクールソーシャルワーカー（SSWr）の職務内容

� 問題を抱える児童生徒がおかれた環境へ働きかける。

� 関係機関等とのネットワークの構築・連携・調整

� 学校内におけるチーム体制の構築、支援

� 保護者、教職員等に対する支援、相談、情報提供

� 教職員等への研修活動

�児童・生徒の心の問題の改善
�学校生活への適応支援
�修学環境の整備

虐待虐待虐待虐待
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養成講座について
• スクールソーシャルワーカー（SSWr）養成講座の特色
� 社会福祉士の職域拡大。
� 社会福祉士養成校協会の認定する「スクールソーシャルワーカー教育課程」に対

応する知識を修得。
� 学校教育現場において、適切なソーシャルワークを実践することができる実践力

の高いソーシャルワーカーを養成。

※ 本講座は、特定非営利活動法人エンパワーメントに後援いただいております。スクールソーシャルワーカー養
成基礎課程及び応用課程の定員は若干名ですので、制限を上回る場合は、抽選となります。またスクールソー
シャルワーク教育課程の実施に満たない場合は、両研修ともに開催を中止する場合がございます。

※1 教育課程認定を受ける場合は必修です。科目等履修の場合は単位を得ることができません。

※2 教育課程だけでは網羅できない実践活動に必要な応用スキルを習得するための応用課程です。科目等履
修の場合は単位を得ることができません。

※3 教育課程だけでは網羅できない実践活動に必要な基礎スキルを習得するための基礎課程です。この基礎課

程は、本養成講座を受講の方は、無料で受講することができます（定員制限有）。とくに臨床援助技術に自信のな
い方は、受講をお勧めします。特定非営利活動法人エンパワーメントより参加証明書が発行されます。

登録登録登録登録

社会福祉士
又は

精神保健福祉士
有資格者

課程認定
講座受講

スクールソーシャル
ワーカー認定※

（社団法人日本社会福祉士養
成校協会認定）

スクールソーシャルワーク教育課程スクールソーシャルワーク教育課程スクールソーシャルワーク教育課程スクールソーシャルワーク教育課程
（実施主体：YMCA健康福祉専門学校）

必必必必
修修修修
※※※※1

養成講座内容養成講座内容養成講座内容養成講座内容

特特特特
別別別別
※※※※3

スクールソーシャルワーカー養成基礎課程スクールソーシャルワーカー養成基礎課程スクールソーシャルワーカー養成基礎課程スクールソーシャルワーカー養成基礎課程
（実施主体：NPO法人エンパワーメント）
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スクールソーシャルワーカー養成応用課程スクールソーシャルワーカー養成応用課程スクールソーシャルワーカー養成応用課程スクールソーシャルワーカー養成応用課程
（実施主体：YMCA健康福祉専門学校&NPO法人エンパワーメント）

※（社団法人日本社会福祉士養成校協会
認定スクールソーシャルワーク教育課程認
定修了者として認定し登録されます。）
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養成講座について

科 目 名 時間数
面接授業/教材授業

専
門
科
目

スクールソーシャルワーク論

スクールソーシャルワーク演習

スクールソーシャルワーク実習指導

スクールソーシャルワーク実習※1

8h／81h

15h

8h／20h

80h

関
連
科
目

※
2

教育原論

発達心理学

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度（家庭福祉論・児
童福祉論）

精神保健学

3h／81h

3h／81h

3h／81h

3h／81h

選
択
科
目

※
3

エンパワーメントアプローチ演習

①学校コーチング演習 ②労働者における精神保健

③ストレングスアプローチとスーパービジョン演習

④エコロジカルアセスメント ⑤実技演習

臨床福祉・心理援助技術演習

①精神分析的アプローチ ②行動療法的アプローチⅠ

③行動療法的アプローチⅡ ④ストレスマネジメント演習 この他、
事例検討等

40h

40h

無
料
科
目

※
4

基礎研修基礎研修基礎研修基礎研修

①精神障害の理解 ②基礎援助技術演習Ⅰ（傾聴基礎技術）

③基礎援助技術演習Ⅱ（援助職の態度）

④基礎援助技術演習Ⅲ（エンパワーメントアプローチ）

32h

カリキュラム

※1 スクールソーシャルワーク実習は、所定の必修科目の修得が終了後、面接の結果、選考いたします。定員に
満たなくても選考されない場合がございます。

※2 関連科目については、教員免許保有者や養成課程での科目取得者等は、免除される場合があります。

※3 教育課程だけでは網羅できない実践活動に必要な応用スキルを取得するための課程です。 YMCA健康福

祉専門学院ならではの内容です。臨床援助技術に自信のない方、教育現場経験のない方は、必ず選択科目を受
講ください。

※4  教育課程だけでは網羅できない実践活動に必要な基礎スキルを取得するための課程です。本養成講座を
受講の方は、無料で受講することができます。YMCA健康福祉専門学院ならではの内容です。定員制限がござい
ますのでお早目の申請をよろしくお願い致します。臨床援助技術に自信のない方は、受講をお勧めします。
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2010年度 募集要項

出願期間 合格発表 手続き期限

第1回選考 2010年7月1日（月）～7月31日（土）必着 8月4日（水） 8月31日（火）

第2回選考 2010年8月1日（日）～8月31日（火）必着 9月8日（水） 9月30日（木）

第3回選考 2010年9月1日（水）～9月30日（月）必着 10月6日（水） 10月15日（金）

課程 修業年
限

定
員

受講資格

スクール
ソーシャル
ワーカー養
成講座

※1

1.5年 20

名

※2

1) 児童支援に関わる仕事に従事されている方

2)社会福祉士または精神保健福祉士を取得または年度内に取得予定の
方（学生含）。

3) 心理、福祉または教育に関わる実務経験が１年以上あり、現在も仕事

を継続している方。但し、職場の推薦がある場合は実務経験を問いませ
ん。

4) 現在仕事をしていない方は、心理、福祉と教育に関わる実務経験が１０
年以上ある方。

※1 スクールソーシャルワーカー養成基礎課程の参加希望は、受講決定後に取ります。募集枠は若干名なため、なるべく第1次選考時に申請下さい。

但し、基礎課程は、定員に満たない場合でも、選考されない場合がございます。他養成校にて、同様の教育課程を途中まで受講した場合でも全ての履
修が必要です。
※2  定員に満たない場合でも、選考されない場合がございます。
※3  社会福祉士、精神保健福祉士受験資格で受講したものは、いずれかの資格が取得できた場合のみ日本社会福祉士養成校協会からの認定証が
発行されます。

募集課程名・定員等

募集課程名・定員等

受講料

1年次

入学金 ¥10,000 受講決定後、お支払いください。

授業料 ¥60,000 受講決定後、お支払いください。

実習費 ¥40,000 所定の科目の修得が終了し、面接で合格した方のみお支払いください。
※1

科目等履修 ￥25,000 希望する教育課程の科目を単体で受講する場合（1科目につき）

実習及び実習指導の受講はできません。

選択科目費 ¥35,000 受講生の必要に応じてお取りください。

※1 2度目以降の面接では、1回につき5,000円の選考料が必要となります。
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2010年度 募集要項

• 『これまでの自分自身の仕事とSSW教育課程の関係性について』 1200字以上
– 現在、仕事をしていない場合（学生を除く）は、その理由と今後の方向性も記載してください。

選考課題

出願書類

– 現在、学生または社会人１年目の場合は、大学等学習機関の成績証明書を提出してください

出願書類

提出必須書類 受講願書・選考課題・検定料(¥5,000分の定額小為替を同封ください。)

該当者のみの提出書類 社会福祉士・精神保健福祉士の資格証のコピー

各養成機関における履修（成績）証明書（科目免除申請を行う方のみ）

• 受講場所受講場所受講場所受講場所

� ちよだプラットフォーム（千代田区)

� YMCA健康福祉専門学校（本厚木）

＜＜＜＜2010201020102010年度＞年度＞年度＞年度＞
■SSW論 〔ちよだプラットフォーム〕
2010/10/9, 10/10 9:30～17:30

■教育原論
2011/2/20、2/27 13:30～16:30

■児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度
2010/11/13 9:30～12:30

■精神保健学

2011/1/8 9:30～12:30

■発達心理学
2011/1/8 13:30～16:30

■SSW演習
■SSW実習指導
2011/4/30～5/1 9:00～18:00

■臨床福祉・心理援助技術演習
2011年度実施予定

〔東京駅より30分程度の会議場を予定〕

※定員制限あり

■エンパワーメントアプローチ演習
〔東京駅より30分程度の会議場を予定〕
※定員制限あり

2010/10/11, 11/20, 12/11, 2011/1/9, 3/5
9:30～17:30

■養成基礎課程
〔東京駅より30分程度の会議場を予定〕

※定員制限あり
2010/11/7, 12/12, 2011/2/6, 3/5 9:30～17:30

※この他、東京駅から約30分程度の会場
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活動理念

YMCA健康福祉専門学校 アクセスマップ

小田急線 本厚駅北口から徒歩約4分

教育目標教育目標教育目標教育目標

次のことを大切にし、教育目標として掲げ実践しています。
■■■■ 自己学習能力を身につけた人材を育成します。
■■■■ 人間関係を豊かにする力を身につけます。
■■■■ サービス提供者にふさわしい社会的な行動様式を身につけます。
■■■■ リーダーシップを発揮できる人材を目指します。
■■■■ ボランティア精神を理解し、積極的に参加します。

※お問い合わせ、お申込はYMCA健康福祉専門学校までお願いいたします。

YMCAYMCAYMCAYMCA健康福祉専門学校健康福祉専門学校健康福祉専門学校健康福祉専門学校
住 所：〒243-0018 神奈川県厚木市中町4-16-19
電 話：046-223-1441
ＦＡＸ：046-223-2101
E-Mail：ymkenko@yokohama-ymca.or.jp

受 付：月曜日〜土曜日-午前9時〜午後5時
休業日：日曜日、祝日、年末年始（12/28～1/4）

NPONPONPONPO法人法人法人法人 エンパワーメントエンパワーメントエンパワーメントエンパワーメント
スクールソーシャルワーカー養成事業部スクールソーシャルワーカー養成事業部スクールソーシャルワーカー養成事業部スクールソーシャルワーカー養成事業部
住 所：東京都千代田区神田錦町3‐21 ちよだプ

ラットフォームスクウェア
本部：千葉県船橋市丸山1-30-2
電 話：047-439-4756
ＦＡＸ ：047-439-6185
E-Mail：info@empowerment.or.jp

健康と心を大切に未来を築く

ちよだプラットフォームちよだプラットフォームちよだプラットフォームちよだプラットフォーム

東京都千代田区神田錦町3‐21 ちよだプラットフォームスクウェア

TEL：03-3233-1511 FAX：03-3233-1501

東西線竹橋駅 3b KKRホテル東京玄関前出口より徒歩2分 他

�他会場

※この他、東京駅から約30分程度の会場


